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事 業 名 

 

「利用者本位の公平で公正な就労移行支援サービスのあり方に関す

る研究」 

①個別支援計画のセカンドオピニオンのあり方に関する研究 

②就職前の支援者によるジョブマッチを前提としない就職支援メソ

ッドに関する研究 

 

事 業 目 的 

 

本『利用者本位の公平で公正な就労移行支援サービスのあり方に関す

る研究』では、利用者の権利や無限の可能性に対する阻害要因を明確

にし、利用者本位の就職支援のあるべき姿を策定することにより、利

用者の権利擁護が確実となるサービス提供体制を確立する。またこの

研究を通じ、利用者と支援者がともに歩み協働する個別支援計画を創

造し、企画・設計段階における質の向上を図るとともに、先駆的でか

つ効果的な就職支援メソッドにより障害者の就業率の向上を図るこ

とを目的とした。 

事 業 概 要 

「利用者本位の就職支援のあるべき姿」によって「権利擁護・サービ

ス体制が確立」するという仮説から障害者自立支援法による「就労移

行支援事業」サービスの質を評価する指標はいくつかあろうが本研究

では、その指標として「就職率の向上」に着目する。 

就労移行支援事業には就労実績を上げるのに有効な「支援」の方法は

数多くあるが、本研究では、個別支援計画のあり方に関しての改善に

焦点をあてる。個別支援計画改善の着眼点としては、利用者と支援者

を対立するものではなく協働で、そして「セカンドオピニオン」とい

う第三者の目を活用して個別支援計画を作成すること、個別支援計画

作成プロセスにＩＳＯの設計に関する規格を適用すること、とする。

またジョブマッチを前提としない就職支援メソッドの研究では障害

をもつ労働者の意識調査を実施し、勤続や離転職のきっかけやそのと

きの支援の内実を調査する。その結果を反映した「障害者雇用マニュ

アル」を作成すること、とする。 

事業実施結果 

及び効果 

本研究では、個別支援計画のあり方に関しての改善に焦点をあて、個

別支援計画改善の着眼点としては、利用者と支援者を対立するもので

はなく協働で、そして「セカンドオピニオン」という第三者の目を活

用して個別支援計画を作成すること、個別支援計画作成プロセスにＩ

ＳＯの設計に関する規格を適用した作成プロセスモデルを策定した。

また「セカンドオピニオン」を実施する上で必要と判断される諸種の

提言を加えた。 

またジョブマッチを前提としない就職支援メソッドの研究では障害

をもつ労働者の意識調査（調査員が職場に訪問しての面接による個別

聞き取り調査）を２３１名に実施し、勤続や離転職のきっかけやその

ときの支援の内実を調査した。その結果を反映した「障害者雇用マニ

ュアル」を作成した。 
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